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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原水を細霧状に噴射する噴射ノズルを備える細霧管（６）で室内を冷却する構成とし、
正面視で中央部が高くて該中央部から左右両側に沿って順次低く構成し、側面視で所定間
隔毎に三角形状の凸部（４０ａ）のある屋根（４０）を設け、前記凸部（４０ａ）の低い
部位から枠体（４２）を垂下し、該枠体（４２）の下端部に傾斜横桟（４１）を屋根（４
０）の左右方向の傾斜面に沿うよう吊り下げ支持して前後方向に所定間隔おきに配置し、
該傾斜横桟（４１）に吊り下げる上部係止部（４７）を備える伸縮調節自在のロッド（４
５）を設け、該ロッド（４５）の下部フック（４６）で支持枠体（４３）を介して養液栽
培用ベッド（３４）を吊り下げ支持し、前後方向に所定の長さを有する養液栽培用ベッド
（３４）を、左右中央部の台形状の受け台部（３５）と、該受け台部（３５）の左右両側
に設けられていて受け台部（３５）より低位に位置する左・右排水溝部（３６）と、該左
・右排水溝部（３６）の左右両側から立ち上げられて前記受け台部（３５）に向けて内側
に傾斜するように延出されていて且つその上端部が受け台部（３５）に載置された栽培床
（５）の左右側面に接近している左・右支持面部（３７）と、左・右支持面部（３７）の
上端部から左右外側及び下方に向けて湾曲している左・右案内面部（３９）と、該左・右
支持面部（３７）における受け台部（３５）の上方部位に対向して設けられている左・右
開口部（３８）とから構成したことを特徴とする温室。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
　この発明は、養液栽培用ベッドを備える温室に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来の養液栽培用ベッドは、前後方向に所定の長さを有し、栽培床を載置する左右中央
の台形状の受け台と、受け台の左右両側に設けられている左・右排水溝部と、左・右排水
溝部の左右両側部から外向きに斜め上方に向けて立ち上げられて受け台に載置にされた栽
培床上端部まで延出されてい左・右側面部と、左・右側面部の上端部から左右外側及び下
方に向けて湾曲している左・右案内面部とにより構成されている（例えば、特許文献１）
。
【０００３】
【特許文献１】
　特開平１１－２８９８６９号公報（第１～２頁、第１図）
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　従来の養液栽培用ベッドは、左・右排水溝部の左右両側から立ち上げられている左・右
側面部は、受け台に載置にされている栽培床上端部までしか延出されてなく、その上端部
に左右外側及び下方に向けて湾曲している左・右案内面部を接続する構成であるので、栽
培床の横ずれが生じたり、栽培床で栽培された作物の左右両側に向けて伸長した茎部の支
持が不十分であったり、排水溝部に詰りが生じると、排液が栽培床を浸漬し病害発生の原
因ともなる不具合があった。
【０００５】
　そこで、この発明は、栽培床の横ずれ、浸水を防止する養液栽培用ベッドを提供しよう
とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　この発明は、前記課題を解決するために、次のような技術的手段を講じた。
　請求項１の発明は、原水を細霧状に噴射する噴射ノズルを備える細霧管（６）で室内を
冷却する構成とし、正面視で中央部が高くて該中央部から左右両側に沿って順次低く構成
し、側面視で所定間隔毎に三角形状の凸部（４０ａ）のある屋根（４０）を設け、前記凸
部（４０ａ）の低い部位から枠体（４２）を垂下し、該枠体（４２）の下端部に傾斜横桟
（４１）を屋根（４０）の左右方向の傾斜面に沿うよう吊り下げ支持して前後方向に所定
間隔おきに配置し、該傾斜横桟（４１）に吊り下げる上部係止部（４７）を備える伸縮調
節自在のロッド（４５）を設け、該ロッド（４５）の下部フック（４６）で支持枠体（４
３）を介して養液栽培用ベッド（３４）を吊り下げ支持し、前後方向に所定の長さを有す
る養液栽培用ベッド（３４）を、左右中央部の台形状の受け台部（３５）と、該受け台部
（３５）の左右両側に設けられていて受け台部（３５）より低位に位置する左・右排水溝
部（３６）と、該左・右排水溝部（３６）の左右両側から立ち上げられて前記受け台部（
３５）に向けて内側に傾斜するように延出されていて且つその上端部が受け台部（３５）
に載置された栽培床（５）の左右側面に接近している左・右支持面部（３７）と、左・右
支持面部（３７）の上端部から左右外側及び下方に向けて湾曲している左・右案内面部（
３９）と、該左・右支持面部（３７）における受け台部（３５）の上方部位に対向して設
けられている左・右開口部（３８）とから構成したことを特徴とする温室とした。
【０００７】
　請求項１の発明は、屋根（４０）の左右方向の傾斜面に沿わせて傾斜横桟（４１）を設
けるので、左右方向に傾斜した傾斜横桟（４１）の設置が容易になる。また、左・右排水
溝部（３６）の左右両側から立ち上げられて前記受け台部（３５）に向けて内側に傾斜延
出している左・右支持面部（３７）が、受け台部（３５）に載置されている栽培床（５）
の左右両側部に接近して栽培床（５）の横ずれを防止し、また、多量の養液が左・右排水
溝部（３６）に溜っても左・右支持面部（３７）の左・右開口部（３８）から放出するこ
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とができ、また、左・右開口部（３８）から日光を栽培床（５）の左右両側部に向けて照
射することができる。
【０００８】
【発明の効果】
　請求項１の発明では、左右方向に傾斜した傾斜横桟４１の設置が容易になり、養液栽培
用ベッド３４の排水状態とした支持を容易に構成できる。また、栽培床５の横ずれを防止
し、排水溝部に詰りが生じて排液が栽培床５を浸漬し病害発生の原因ともなる不具合を防
止し、左・右開口部３８からの日光の照射により栽培床５の根の徒長を防止することがで
きる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下この発明について図面に示す実施例の一形態について説明する。
　図１～図５に基づき養液栽培システムの細霧冷房装置について説明する。
　図１は温室の切断正面図である。この温室１の前後方向一側及び中間部には換気ファン
２，…を設けると共に、一側部には吸気口を形成し、換気ファン２，…の運転により温室
１内に気流を発生させ室内の強制換気をするように構成している。また、温室１の天井部
には、遮光スクリーン１ａを開閉自在に設けている。
【００１０】
　温室１の床面には支柱３により栽培ガータ４を支持し、栽培ガータ４に所定形態の栽培
床５，…を載置して、養液供給ライン（図示省略）から栽培床５，…に養液を供給し、各
栽培床５，…から排出された排液を栽培ガータ４を経由して排液回収タンク（図示省略）
に回収するように構成している。
【００１１】
　支柱３における栽培床５，…の下方には、原水を細霧状に噴射する噴射ノズルの多数設
けられている細霧管６，…を配置している。細霧ポンプ７から給水管７ａを経由して細霧
管６，…に原水が供給されると、細霧管６，…の噴射ノズルから室内を流れる気流に向け
て原水が噴射され、細霧が蒸発する際の気化熱により空気を冷却し室内を均等に冷却する
。
【００１２】
　制御部８の入力側には、図４に示すように次のようにセンサ類、スイッチ類が接続され
ている。即ち、１回当たりの細霧冷房時間を設定する細霧冷房設定タイマ９、１回当たり
の細霧冷房休止時間を設定する細霧冷房休止設定タイマ１０、室内の温度を測定する室内
温度センサ１１、温室１外に設置されている外気温度センサ１２、室内の湿度を測定する
室内湿度センサ１３、温室１外に設置されている外気湿度センサ１４、室内の目標温度を
設定する室内温度設定ダイヤル１５、室内の目標湿度を設定する室内湿度設定ダイヤル１
６、及びＯＮ・ＯＦＦスイッチ２０が、制御部８の入力側に夫れ夫れ接続されている。ま
た、制御部８の出力側には、細霧ポンプ７駆動用の細霧モータ１７、換気ファン２，…駆
動用のファンモータ１８，…が夫れ夫れ接続されている。
【００１３】
　細霧冷房を開始するにあたり、オペレータは室内温度設定ダイヤル１５及び室内湿度設
定ダイヤル１６により室内の温度及び湿度を設定し、細霧冷房設定タイマ９で１回当たり
の細霧冷房時間を設定し、細霧冷房休止設定タイマ１０により１回当たりの細霧冷房休止
時間を設定し、ＯＮ・ＯＦＦスイッチ２０をＯＮすることにより、温室内の細霧冷房制御
が開始される。
【００１４】
　細霧冷房の制御次のようになされる。即ち、換気ファン２，…の運転及び停止は基本的
には所定長さの運転時間と、所定長さの休止時間の繰り返しにより実行され、この換気フ
ァン運転制御中に、室内温度が温度限界値を超え、且つ、室内湿度が湿度限界値を超えて
いない場合に、細霧冷房の運転が開始され、室内湿度が湿度限界値を超えた場合には、細
霧冷房の運転が停止される。
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【００１５】
　以下図５のフローに基づきその制御内容を説明する。
　細霧冷房の運転制御が開始されると、室内温度センサ１１の検出温度が制御部８に入力
され、温度限界値（例えば、トマト栽培では２８～３０度Ｃ）を超えたか否かの判定がな
される。室内検出温度が温度限界値以下の場合には、所定長さの運転時間にわたり換気フ
ァン２，…が駆動され、運転時間が終了すると、所定長さの休止時間にわたり換気ファン
２，…の運転が休止される。
【００１６】
　換気ファン２，…の一回の運転時間及び休止時間が終了すると、次いで、室内湿度セン
サ１３により室内湿度が検出され、検出室内湿度が湿度限界値（例えば、トマト栽培では
６０～６５度）を超えたか否かの判定がなされ、検出室内湿度が湿度限界値以下の場合に
は細霧冷房運転が開始される。
【００１７】
　タイマ運転制御中に、室内温度が温度限界値を超えた場合には、室内検出湿度が湿度限
界値を超えたか否かの判定がなされ、湿度限界値を超えていない場合には、細霧冷房運転
が開始される。
　また、室内検出温度が温度限界値を超えたか否かの判定に際し、室内検出温度が温度限
界値を超えた場合には、次いで、室内検出湿度が湿度限界値を超えたか否かの判定がなさ
れ、湿度限界値を超えていない場合には、細霧冷房運転が開始される。
【００１８】
　前記のように、換気ファン２，…の運転及び休止のタイマ制御中に、湿度限界値を超え
た場合には細霧冷房が中止されるので、湿度の高い日の細霧冷房を休止して、細霧冷房過
多による作物障害を防止することができ、また、雨天時などの湿度の高いときに、湿度設
定の変更の必要もなく運転操作を簡単なものとすることができる。
【００１９】
　従来技術として特開平１１－１５５３８９号公報、特開２０００－８３４９０号公報が
あるが、いずれも温度及び湿度を検出して設定値との差異により細霧冷房を開始したり中
止したりするものであり、制御内容が複雑である。しかし、この実施例の細霧冷房の運転
制御は、換気ファン２，…の運転／休止を所定長さの運転時間及び所定長さの休止時間の
繰り返しで行い、換気ファン運転制御中に、室内温度が温度限界値を超え、且つ、室内湿
度が湿度限界値を超えていない場合に、細霧冷房の運転を開始し、室内湿度が湿度限界値
を超えた場合には、細霧冷房の運転を休止するので、制御内容を簡素化しながら細霧冷房
過多による作物障害を防止することができる。
【００２０】
　次に、図６に基づき細霧用タンク２１及び防除用タンク２２を相互に切り替えて、細霧
管６，…を利用した細霧冷房及び防除装置について説明する。
　原水の供給される細霧用タンク２１と細霧用動力噴霧器２３の間を、切替弁２４の設け
られている細霧供給管２５及び細霧還流管２６により接続し、細霧用動力噴霧器２３から
吐出した水を第２噴霧供給管２７を経由して温室１の細霧管６，…に送るように構成し、
第２噴霧供給管２７には切替弁２４を設けている。
【００２１】
　また、原水の供給される防除用タンク２２を細霧用タンク２１に比較して例えば４倍程
度大きなものに構成し、防除用タンク２２と防除用動力噴霧器２８の間を、切替弁２４の
ある防除供給管２９及び防除還流管３０により接続し、防除用動力噴霧器２８から吐出し
た薬液を第２防除供給管３１を経由して例えば防除用ロボット（図示省略）に送り温室１
に薬液を散布するように構成し、第２防除供給管３１には切替弁２４を設けている。
【００２２】
　そして、細霧供給管２５と防除供給管２９との間を供給バイパス管３２で接続し、細霧
還流管２６と防除還流管３０との間を還流バイパス管３３により接続している。なお、防
除用動力噴霧器２８を省略し細霧用動力噴霧器２３で薬液を細霧管６，…を経由して散布
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するように構成してもよい。
【００２３】
　細霧管６，…を利用して薬液散布をする場合には、細霧供給管２５の切替弁２４及び細
霧還流管２６の切替弁２４を閉にし、供給バイパス管３２の切替弁２４及び還流バイパス
管３３の切替弁２４を開にする。すると、防除用タンク２２の薬液が防除供給管２９、供
給バイパス管３２を経て細霧用動力噴霧器２３に流れ、細霧用動力噴霧器２３から吐出し
た薬液を細霧管６，…を利用して散布をすることができる。なお、余分の薬液は還流バイ
パス管３３、防除還流管３０を経て防除用タンク２２に還流する。
【００２４】
　また、細霧冷房及び防除作業を同時にする場合には、細霧供給管２５の切替弁２４及び
細霧還流管２６の切替弁２４を開にし、供給バイパス管３２の切替弁２４及び還流バイパ
ス管３３の切替弁２４を閉にし、細霧用タンク２１から細霧用動力噴霧器２３に水を送り
細霧管６，…から噴霧し細霧冷房をし、また、防除用タンク２２の薬液を細霧用動力噴霧
器２３に送り、防除用動力噴霧器２８から吐出した薬液を防除ロボット（図示省略）に送
り薬液散布をする。
【００２５】
　従来装置は、噴霧用タンク及び防除用タンクから夫れ夫れ独立した細霧冷房系及び薬液
散布系が設けられていて、タンクを相互使用できないものであった。また、細霧冷房系を
使用して薬液を散布する場合には、細霧用タンクを用いて薬液を生成し散布するので、細
霧用タンクが比較的小さいことから、少量の薬液を多数回にわたって生成する必要があり
、作業能率が上がらないという不具合があった。しかし、前記のように構成することによ
りこのような不具合を解消することができる。
【００２６】
　図７及び図８に基づき養液栽培用ベッド３４の他の実施例について説明する。
　この養液栽培用ベッド３４は、ロックウールからなる栽培床５，…の滑落や、横ずれ、
浸水を防止することを目的としたものであって、次のように構成されている。
【００２７】
　養液栽培用ベッド３４は前後方向に所定の長さを有して、台形状の受け台部３５と、受
け台部３５の左右両側に設けられている受け台部３５より低位の左・右排水溝部３６，３
６と、左・右排水溝部３６，３６の左右両側部から内側に傾斜するように立ち上げて受け
台部３５に向けて接近するように延出されていて、その上端部が受け台部３５に載置され
た栽培床５に例えば３センチ程度の間隔で接近している左・右支持面部３７，３７と、左
・右支持面部３７，３７の受け台部３５上方に対向して設けられている左・右開口部３８
，…と、左・右支持面部３７，３７の上端部から左右外側に屈曲し次いで下方に向けて湾
曲している左・右案内面部３９，３９とにより構成されている。
【００２８】
　そして、温室の天井部に地面と並行な長い支持棒を設け、この支持棒に所定間隔毎に取
り付けた吊り具により、養液栽培用ベッド３４は吊り下げ設置し、養液栽培用ベッド３４
の受け台部３５に例えばロックウールで構成された栽培床５を載置し、栽培床５に作物苗
を移植したキューブを載置し、所定時間毎に養液を供給しながら栽培し、余分の養液は左
・右排水溝部３６，３６に流下し所定方向に流れて回収される。
【００２９】
　しかして、養液栽培用ベッド３４を前記のように構成したので、左・右支持面部３７，
３７が受け台部３５に載置された栽培床５の左右側面部が近接しているので、栽培床５の
滑落及び横ずれを防止することができる。また、多量の養液が溜っても左・右支持面部３
７，３７の左・右開口部３８，…から外部に放出されて作物の病気発生を防止し、また、
左・右開口部３８，…から照射された光線が栽培床５の左右側面にあたり根の徒長を防止
することができる。
【００３０】
　次に、図９～図１１に基づき養液栽培用ベッド３４の温室内の吊り下げ支持装置につい
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て説明する。
　温室１の屋根４０を、図９の正面図では、中央部を高く、中央部から左右両側に沿って
順次低くするように傾斜構成し、図１０の側面図では、所定間隔毎に三角形状の凸部４０
ａ，…のある構成としている。温室１の天井部には屋根４０の左右方向の傾斜面に沿うよ
うに傾斜横桟４１，…を前後方向に所定間隔置きに配置し、屋根４０の凸部４０ａ，…の
低い部位から同一長さの枠体４２，…を垂下し、枠体４２，…の下端部に傾斜横桟４１，
…を吊り下げ支持している。
【００３１】
　所定間隔置きの支持枠体４３，…で養液栽培用ベッド３４を支持し、ターンバックル４
４で伸縮調節自在のロッド４５の下部フック４６で支持枠体４３，…を支持し、ロッド４
５の上部係止部４７を傾斜横桟４１，…に吊り下げ、養液栽培用ベッド３４を吊り下げ支
持するものである。
【００３２】
　しかして、温室１の屋根４０の左右方向の傾斜面に沿わせて傾斜横桟４１，…を設ける
ので、左右方向に傾斜した傾斜横桟４１，…の設置が容易になり、養液栽培用ベッド３４
の排水状態とした支持を容易に構成できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】温室の正面図である。
【図２】温室の一部省略した平面図である。
【図３】要部の正面図である。
【図４】ブロック図である。
【図５】フローチャートである。
【図６】ブロック回路図である。
【図７】要部の切断正面図である。
【図８】要部の斜視図である。
【図９】温室の正面図である。
【図１０】温室の側面図である。
【図１１】要部の正面図、側面図である。
【符号の説明】
　１　温室
　２　換気ファン
　３　支柱
　５　栽培床
　６　細霧管
３４　養液栽培用ベッド
３５　受け台部
３６　左・右排水溝部
３７　左・右支持面部
３８　左・右開口部
３９　左・右案内面部
４０　屋根
４０ａ　凸部
４１　傾斜横桟
４２　枠体
４３　支持枠体
４５　ロッド
４６　下部フック
４７　上部係止部
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【図７】
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【図１０】 【図１１】



(10) JP 4110232 B2 2008.7.2

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１１－２８９８６９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－２９９０８３（ＪＰ，Ａ）
              実公昭４４－０１６６８２（ＪＰ，Ｙ１）
              実公昭３９－００９７３０（ＪＰ，Ｙ１）
              特開平０２－１７１１２４（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６１－０３１０４３（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A01G   9/00
              A01G  31/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

